
１．はじめに

現代社会において、情報通信技術（ICT）は
私たちの生活に不可欠な存在となっている。学
校教育でも同様である。中央教育審議会教育課
程企画特別部会で進められている次期学習指導
要領の議論では、情報活用能力は各教科等にお
ける探求的な学びを支えるベースに位置づけら
れた上で、そのスキルの「抜本的向上」に向け、
小学校の総合的な学習の時間への「情報の領域

（仮称）」の付加、中学校での「情報・技術科（仮
称）」の新設などの方向性が示されている 1。今
後、学校教育の各場面において ICT 機器の使
用は一層活発になり、質的にも深まっていくだ
ろう。

ただ、ICT 機器の学習使用についても、家
庭の社会経済的背景（SES）との関連を考慮す

る必要がある。本プロジェクトでは、ICT 機
器の学習使用と子どもの学力の関係について継
続的に分析してきた。全国学力・学習状況調査
データを用いた令和 6 年度（2024 年度）の分
析では、ICT 機器の学習使用時間が短時間・
長時間になるほど、あるいは ICT 機器を使っ
た授業が低頻度・高頻度になるほど、特に家庭
SES が厳しい児童（小 6）の学力が低いことが
明らかになった（比嘉 2025）。同じように ICT
機器を使用していても、学力への影響は家庭
SES により異なっている可能性がある。

では、このような SES 間の差はなぜ生まれ
ているのだろうか。理由として考えられるの
が、ICT 機器の使用スキルである。ICT 機器
は一種の学習資源ではあるものの、誰もが等し
くそこから学びの利益を引き出せるわけではな
い（卯月 2024）。ICT 機器の使用スキルが高い
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場合はそれを使った学習も高い効果を得られる
が、スキルが低い場合はそうとは限らない。た
とえるなら、同じ包丁を使っても、調理のスキ
ルによってできる料理のおいしさには違いがあ
る。

実際、複数の研究を統合した海外のメタ分析
では、ICT リテラシー 2 には SES による差が
あるという結果が得られている（Scherer ＆
Siddiq 2019）。国内では ICT 機器使用スキルと
家庭 SES の関連について十分な検証が進めら
れていないが、全国学力・学習状況調査のデー
タを分析した松岡（2025）によれば、家庭 SES
が高い児童生徒は授業内外で ICT 機器を積極的
に使用する傾向にある。また、山本・堀田

（2021）によれば、家庭での ICT 機器の学習利
用頻度がICT関連のスキル習得に影響している。

国内においても、そして豊中市においても、
家庭 SES による ICT 機器使用スキルの格差が
生じている可能性があるだろう。もしそうだと
すれば、授業で ICT 機器を高頻度で使うほど
家庭 SES が厳しい子の学力が低い、という傾
向に説明がつくかもしれない。ICT 機器を高
頻度で用いる教育環境では、ICT 機器使用スキ
ルが相対的に低い家庭 SES が厳しい子が、学
習についていきづらいのかもしれないからだ。

そこで本章では第 1 に、「家庭 SES の間に
ICT 機器スキルの格差はあるか」という問い

を検証する。
一方、ICT 機器の学習使用は学力格差を生

むばかりではなく、学習者のレジリエンスを高
めるツールになる可能性もある。柏木（2024）
は学校でのフィールドワークに基づき、ICT
機器が社会経済的に不利な子どもたちの学びへ
の参加を促す資源になりうると指摘している。
調査によれば、ICT 機器によって仲間の意見
の共有などが行われることで、子どもたちがお
互いの声を聞き合うケアの関係性が促進された
り、困難を抱える児童生徒の授業への参加が促
されたりしている。

以上のような議論をふまえると、ICT 機器
使用スキルの SES 間格差があるとしても、児
童生徒が主体的・対話的で深い学びを通じてケ
アし合う関係性を築くなかで、困難を抱える子
どもの ICT 機器使用スキルが引き上げられる
可能性も考えられるだろう。そこで本章では第
2 に、「ICT 機器使用スキルの格差は主体的・
対話的で深い学びによって縮小しうるか」とい
う問いに取り組む（図表 4-1）。

ICT 機器を使用した学習における公平性の
確保に向け、実践的・政策的に何が求められる
のか。本章の分析で最終的にめざされるのは、
その示唆を得ることである。なお、本章ではす
べての分析で令和 7 年度（2025 年度）の全国
学力・学習状況調査データを使用した。

図表 4-1　本章の問い

2	 Scherer ＆ Siddiq（2019）によれば、ICT リテラシーとは、
デジタル機器の利用に関するスキルセットと、情報社会に

おけるデジタル情報の取り扱いに関するスキルセットを統
合したものである。

 
図表 4-1 本章の問い 

 
2．ICT 機器使⽤スキルと家庭 SES 
 まず、1 つめの問い（家庭 SES 間の ICT 機器使⽤スキルの格差）について検証する。家
庭 SES は家にある本の冊数（蔵書数）を指標とした。ICT 機器使⽤スキルは、質問調査で
問われている以下の質問から把握した（【 】内は本章で使⽤する各質問のラベル）。 
 
・あなたは⾃分が PC・タブレットなど ICT 機器で⽂章を作成する（⽂字、コメントを書く

など）ことができると思いますか。【⽂書作成】 
・あなたは⾃分がインターネットを使って情報を収集する（検索する、調べる）ことができ

ると思いますか。【情報収集】 
・あなたは⾃分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って情報を整理する（図、表、グラ

フ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことができると思いますか。【情報整理】 
・あなたは⾃分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーション（発

表のスライド）を作成することができると思いますか。【プレゼン作成】 
 
 ICT 機器使⽤スキルの各質問と家庭 SES のクロス集計を確認すると（⼩ 6：図表 4-2、中
3：図表 4-3）、いずれの学年でも蔵書数が多いほど各スキルについて肯定的な回答の割合が
⾼いことがわかる。 
 また、⼩ 6 のほうが、中 3 よりも SES 間の差が⼤きい状況も⾒てとれる。スキルが⾼い
層（「とてもそう思う」）の蔵書数 25 冊以下と 201 冊以上の割合の差を⾒ると、「⽂書作成」
は⼩ 6 で 19.7 ポイント、中 3 で 10.7 ポイント。「情報収集」は⼩ 6 で 22.9 ポイント、中 3
で 11.1 ポイント。「情報整理」は⼩ 6 で 17.1％、中 3 で 9.7 ポイント。「プレゼン作成」は
⼩ 6 で 23.0 ポイント、中 3 で 14.6 ポイントである。 
 以上の結果からは、家庭 SES による ICT 機器使⽤スキルの格差は認められるといえる。
その差は、中 3 よりも⼩ 6 で⼤きい。⼩ 6 の状況が他の学年に適⽤できるわけではないが、
場合によってはより低い学年になるほど ICT 機器の使⽤スキルには SES 間の格差が⽣じて
いる可能性がある。 
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２．ICT 機器使用スキルと家庭 SES

まず、1 つめの問い（家庭 SES 間の ICT 機
器使用スキルの格差）について検証する。家庭
SES は家にある本の冊数（蔵書数）を指標と
した。ICT 機器使用スキルは、質問調査で問
われている以下の質問から把握した（【 】内は
本章で使用する各質問のラベル）。

・あなたは自分が PC・タブレットなど ICT 機
器で文章を作成する（文字、コメントを書く
など）ことができると思いますか。【文書作
成】

・あなたは自分がインターネットを使って情報
を収集する（検索する、調べる）ことができ
ると思いますか。【情報収集】

・あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT
機器を使って情報を整理する（図、表、グラ
フ、思考ツールなどを使ってまとめる）こと
ができると思いますか。【情報整理】

・あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT
機器を使って学校のプレゼンテーション（発
表のスライド）を作成することができると思

いますか。【プレゼン作成】

ICT 機器使用スキルの各質問と家庭 SES の
クロス集計を確認すると（小 6：図表 4-2、中
3：図表 4-3）、いずれの学年でも蔵書数が多い
ほど各スキルについて肯定的な回答の割合が高
いことがわかる。

また、小 6 のほうが、中 3 よりも SES 間の
差が大きい状況も見てとれる。スキルが高い層

（「とてもそう思う」）の蔵書数 25 冊以下と 201
冊以上の割合の差を見ると、「文書作成」は小
6 で 19.7 ポイント、中 3 で 10.7 ポイント。「情
報収集」は小 6 で 22.9 ポイント、中 3 で 11.1
ポイント。「情報整理」は小 6 で 17.1％、中 3
で 9.7 ポイント。「プレゼン作成」は小 6 で
23.0 ポイント、中 3 で 14.6 ポイントである。

以上の結果からは、家庭 SES による ICT 機
器使用スキルの格差は認められるといえる。そ
の差は、中 3 よりも小 6 で大きい。小 6 の状況
が他の学年に適用できるわけではないが、場合
によってはより低い学年になるほど ICT 機器
の使用スキルには SES 間の格差が生じている
可能性がある。

図表 4-2　小 6：家庭 SES×ICT 機器使用スキル
 

図表 4-2 ⼩ 6：家庭 SES×ICT 機器使⽤スキル 
 

 
図表 4-3 中 3：家庭 SES×ICT 機器使⽤スキル 
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図表 4-3　中 3：家庭 SES×ICT 機器使用スキル

３．ICT 機器使用スキルと主体的・対話
　　的で深い学び

3-1．分析方法・変数
次に、2 つめの問いである、主体的・対話的

で深い学びが ICT 機器使用スキルの格差縮小
につながる可能性について検証したい。具体的
には、ICT 機器使用スキルを従属変数とし、家
庭 SES、主体的・対話的で深い学びの実感な
どを独立変数とした重回帰分析を行う（重回帰
分析の説明は第 3 章の「3-1. 分析方法・変数」
を参照）。使用する変数の詳細は、以下のとお
りである（結果だけ知りたい場合は「3-2. 結
果」に飛んで問題ない）。

従属変数である ICT 機器使用スキルは、上
述の 4 つの質問を合成した。各質問は「とても
そう思う」から「そう思わない」の 4 件法でた
ずねられているため、肯定的回答になるほど点
数が高くなるよう 1 ～ 4 点を付して合計した。

独立変数である家庭 SES は、蔵書数 25 冊以
下が 1、それ以外が 0 の蔵書数 25 冊以下ダミー
と、蔵書数 26 ～ 200 冊が 1、それ以外が 0 の

蔵書数 26 ～ 100 冊ダミーを使用した。
同じく独立変数である主体的・対話的で深い

学びについては、以下の 10 の質問から合成指
標（主体的・対話的で深い学び実感。「主・対・
深実感」とも略記）を作成した。4 件法でたず
ねられた各質問について、肯定的な回答になる
ほど得点が高くなるように 1 ～ 4 点を付し、合
計したのちに標準化（平均0、標準偏差1）した。
ただし、①については「考えを発表する機会は
なかった」、④については「学級の生徒との間
で話し合う活動を行っていない」という選択肢
がそれぞれ設けられていたため、これを選んだ
回答は欠損値とした。

①授業で、自分の考えを発表する機会では、
自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表してい
ましたか。

②授業では、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいた。

③授業では、各教科などで学んだことを生か
しながら、自分の考えをまとめる活動を

 
図表 4-3 中 3：家庭 SES×ICT 機器使⽤スキル 

 

 
図表 6-7 運動時間による授業理解度の変化（SES 別、中 1 のみ） 
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行っていた。
④学級の友達（生徒）との間で話し合う活動

を通じて、自分の考えを深めたり、新たな
考え方に気付いたりすることができてい
る。

⑤授業で学んだことを、次の学習や実生活に
結びつけて考えたり、生かしたりすること
ができると思う。

⑥授業や学校生活では、友達や周りの人の考
えを大切にして、お互いに協力しながら課
題の解決に取り組んでいる。

⑦総合的な学習の時間では、自分で課題を立
てて情報を集め整理して、調べたことを発
表するなどの学習活動に取り組んでいる。

⑧あなたの学級では、学級生活をよりよくす
るために学級活動で話し合い、互いの意見
のよさを生かして解決方法を決めている。

⑨学級活動における学級での話合いを生かし
て、今、自分が努力すべきことを決めて取
り組んでいる。

⑩道徳の授業では、自分の考えを深めたり、
学級やグループで話し合ったりする活動に
取り組んでいる。

また、主体的・対話的で深い学びの ICT 機
器使用スキル向上に対する効果が、家庭 SES
が厳しい児童生徒ほど強い可能性を検証するた
め、蔵書数 25 冊以下ダミーおよび蔵書数 26 ～
100 冊ダミーと主体的・対話的で深い学び実感
の交互作用項をモデルに投入した（交互作用の
説明は第 3 章の「3-1. 分析方法・変数」を参
照）。

統制変数としては、ICT 使用時間、ICT 授
業頻度をモデルに投入した。ICT 使用時間は、
平日の学習での ICT 使用時間をたずねた質問

から作成し、平日 5 日間合計での時数に変換し
た。ICT 授業頻度は、前学年まで（小 6 調査
では小 5、中 3 調査では中 1・2）の ICT 機器
を使用した授業の頻度をたずねた質問を用い、

「ほぼ毎日（1 日に複数の授業で活用）」「ほぼ
毎日（1 日に 1 回くらいの授業）」を合わせた

「ほぼ毎日」が 1、それより少ない使用頻度が 0
のダミー変数とした。

3-2．結果
重回帰分析の結果から、家庭 SES と主体的・

対話的で深い学びの交互作用効果を可視化した
ものが図表 4-4 である（詳しい結果は本章末の

【資料】）。蔵書数 25 冊以下（黒い実線）と 26
～ 200 冊以下（グレーの実線）、201 冊以上（グ
レーの点線）の児童生徒のそれぞれについて、
主体的・対話的で深い学び実感（横軸）が高ま
ると ICT 機器使用スキル（縦軸）がどのよう
に変化するかの推定値を表している。

まず、すべての線が右肩上がりであることか
ら、主体的・対話的で深い学び実感が高いほ
ど、小 6・中 3 ともに家庭 SES によらず ICT
機器使用スキルも高いことが確認できる。

次に、蔵書数ごとの直線の傾きの違いに注目
してほしい。小 6・中 3 ともに、蔵書数が相対
的に少ない児童生徒（黒い実線）は、201 冊以
上の児童生徒（グレーの点線）より、線の傾き
が大きい。中 3 では傾きの差がわずかではある
ものの、小 6 ではより大きい。つまり、主体的・
対話的で深い学びの ICT 機器使用スキル向上
に対する効果は、家庭 SES が厳しい児童生徒
ほど相対的に大きい傾向にあり、特に小 6 でそ
の傾向が明瞭である。主体的・対話的で深い学
びが、家庭 SES 間の ICT 機器使用スキル格差
を縮小している可能性があるといえるだろう。
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図表 4-4　家庭 SES と主体的・対話的で深い学び実感の交互作用

４．まとめ・考察

本章では、①家庭 SES 間の ICT 機器使用ス
キル格差はあるか、② ICT 機器使用スキルの
格差は主体的・対話的で深い学びによって縮小
しうるか、という問いを検証してきた。分析の
結果、家庭 SES 間の ICT 機器使用スキルの格
差が確認された。また、主体的・対話的で深い
学びが ICT 機器使用スキルの SES 間格差の縮
小につながる可能性もうかがえた。

以上の結果について、3 点ほど考察を加えた
い。第 1 に、なぜ家庭 SES は ICT 機器使用ス
キルと関連しているのだろうか。すでに 1 人 1
台端末が手元に届けられていることから、少な
くとも学校で管理できる範囲では、子どもたち
のデジタルデバイスへのアクセスの差が家庭
SES によって大きく生じているとは考えにく
い。ただ、家庭のインターネット環境や、デジ
タル機器の保有状況が家庭によって異なる可能
性はあるだろう。また、家庭での保護者のデジ
タル機器の使用状況やそれによる保護者の ICT
機器使用スキルにも家庭 SES による差があり、
それが子どもたちの ICT 機器の使用のあり方

に違いをもたらしている場合も考えられる。実
際、インターネットを利用した子育て情報の収
集は、学歴や世帯所得が高い母親ほど活発だと
いう（鳶島 2023）。家庭環境のなかで形成され
た子どもたちの ICT 機器の使い方のパターン
が、スキルの差につながっている可能性があ
る。

第 2 に、主体的・対話的で深い学びが ICT
機器使用スキルの格差縮小につながりうるとし
て、それはなぜだろうか。授業観察と教師への
インタビューを中心とした質的調査を行った柏
木（2022）は、学校での ICT 機器の活用が子
どもたちの間での能力の共有と分配を促進する
可能性を指摘している。1 人 1 台端末を使用し
た授業では、デジタルホワイトボードの使用な
どで児童生徒の学びが共有されやすい。それに
より子どもたちの間では模倣し合う関係が生ま
れ、結果として子ども間での能力の共有・分配
が図られているという。また、ICT 機器を活
用することで困難を抱える子どもも児童生徒間
の相互フィードバックやアドバイスに参加しや
すくなっており、それによって困難を抱える子
どもの力量形成と発達が促されやすくなってい

 
図表 4-4 家庭 SES と主体的・対話的で深い学び実感の交互作⽤ 

 
4．まとめ・考察 

本章では、①家庭 SES 間の ICT 機器使⽤スキル格差はあるか、②ICT 機器使⽤スキルの
格差は主体的・対話的で深い学びによって縮⼩しうるか、という問いを検証してきた。分析
の結果、家庭 SES 間の ICT 機器使⽤スキルの格差が確認された。また、主体的・対話的で
深い学びが ICT 機器使⽤スキルの SES 間格差の縮⼩につながる可能性もうかがえた。 
 以上の結果について、3 点ほど考察を加えたい。第 1 に、なぜ家庭 SES は ICT 機器使⽤
スキルと関連しているのだろうか。すでに 1 ⼈ 1 台端末が⼿元に届けられていることから、
少なくとも学校で管理できる範囲では、⼦どもたちのデジタルデバイスへのアクセスの差
が家庭 SES によって⼤きく⽣じているとは考えにくい。ただ、家庭のインターネット環境
や、デジタル機器の保有状況が家庭によって異なる可能性はあるだろう。また、家庭での保
護者のデジタル機器の使⽤状況やそれによる保護者の ICT 機器使⽤スキルにも家庭 SES に
よる差があり、それが⼦どもたちの ICT 機器の使⽤のあり⽅に違いをもたらしている場合
も考えられる。実際、インターネットを利⽤した⼦育て情報の収集は、学歴や世帯所得が⾼
い⺟親ほど活発だという（鳶島 2023）。家庭環境のなかで形成された⼦どもたちの ICT 機
器の使い⽅のパターンが、スキルの差につながっている可能性がある。 
 第 2 に、主体的・対話的で深い学びが ICT 機器使⽤スキルの格差縮⼩につながりうると
して、それはなぜだろうか。授業観察と教師へのインタビューを中⼼とした質的調査を⾏っ
た柏⽊（2022）は、学校での ICT 機器の活⽤が⼦どもたちの間での能⼒の共有と分配を促
進する可能性を指摘している。1 ⼈ 1 台端末を使⽤した授業では、デジタルホワイトボード
の使⽤などで児童⽣徒の学びが共有されやすい。それにより⼦どもたちの間では模倣し合
う関係が⽣まれ、結果として⼦ども間での能⼒の共有・分配が図られているという。また、
ICT 機器を活⽤することで困難を抱える⼦どもも児童⽣徒間の相互フィードバックやアド
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るという。
以上をふまえるならば、子ども相互のやりと

りが質的な充実を伴って活発になされる学びの
なかでは、ICT 機器の使用スキルもまた、児
童生徒の間で共有・分配されている可能性が考
えられる。言い換えるなら、ICT 機器の使用
スキルが相対的に低い児童生徒も、学びあいの
なかで高スキルの仲間がいわば「補助輪」のよ
うな役割を果たすことを通じて、徐々にスキル
を高めていくのではないだろうか。

そう考えるならば、学校での ICT 機器を使
用した学習はやはり重要である。ICT 機器使
用スキルが低い児童生徒は、家庭 SES が厳し
い層に相対的に偏っていると思われる。そのよ
うな子どもたちにとっては、スキルを高めるた
めの重要な場に学校がなっている可能性があ
る。基礎集計で確認したように、ICT 機器使
用スキルの差は中 3 より小 6 で見られていた。
このことは、学校での学びが徐々に子どもたち
のスキル格差を縮小していることを示すのかも
しれない。

第 3 に、本プロジェクトのこれまでの分析お
よび質的調査との関連である。冒頭でも確認し
たように、令和 6 年度（2024 年度）の分析に
よると、授業での ICT 機器の高頻度・低頻度
の使用は、特に家庭 SES が厳しい児童生徒の
低学力と関連する傾向が見られた。今回の分析
をふまえるならば、特に ICT 機器の高頻度使
用で見られた格差拡大の傾向は、ICT 機器の
使用スキルが介在している可能性がある。ICT
機器が授業のなかで多く使われる場合、家庭
SES が厳しく ICT 機器使用スキルが相対的に
乏しい子どもを中心に、授業についていきにく
い状況が発生しているのではないだろうか。

今回の質的調査（第 10 章・第 11 章）でも確
認されたように、ICT 機器は連絡帳としての
使用や、ドリル学習などで積極的に使われてい
る。ICT 機器を活用して子どもたちの学びを

共有しあう授業も展開されているようだ。た
だ、ICT 機器の使用スキルに SES 間の格差が
ある可能性は、あまり感じられていないよう
だった。しかし、本章の分析結果をふまえるな
ら、家庭 SES が厳しい子どもは、ICT 機器を
使う授業についていきづらい状況が生じている
可能性もある。そのような子どもたちに対する
教育的な配慮が、特に小学校段階で必要とされ
るだろう。

学校での ICT 機器を使った学びがない場合、
そのスキル差を縮小する機会を子どもたちがも
ちづらくなる。ICT 機器使用スキルの差は、そ
の後の学びの差、成人後の社会経済的な格差に
つながることも懸念される。その意味で、ICT
機器を使用した学校での学びは重要である。今
回の分析をふまえるならば、タブレットを使用
したドリル学習など個人学習だけではなく、柏
木（2022）で報告されているような主体的・対
話的で深い学びに埋め込まれた ICT 機器の活
用を展開することで、ICT 機器使用スキルの
格差を縮小していくことが重要だろう。

ICT 機器は、そこに物質的にあるだけでは
学習者にとってツールにはなりえず、そこから
機能を引き出す学習者の能力が必要となる。授
業改善を図るなかで、ICT 機器をすべての児
童生徒のレジリエンスを高める効果的なツール
にしていくことが求められる。
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【資料】重回帰分析の結果

 
 

従属変数：ICTスキル

係数 標準誤差
標準化
係数

係数 標準誤差
標準化
係数

切⽚ 13.055 *** .089 12.942 *** .116
家庭SES（蔵書数） 25冊以下 -1.054 *** .109 -.179 -.695 *** .129 -.130

26〜200冊以下 -.551 *** .097 -.105 -.512 *** .122 -.101
201冊以上＜基準＞ ― ― ― ― ― ―

ICT学習時間 .041 *** .009 .064 .016 .011 .024
ICT授業頻度 ほぼ毎⽇ .497 *** .082 .087 .368 *** .085 .072

週3回以下＜基準＞ ― ― ― ― ― ―
主・対・深実感 1.064 *** .079 .406 1.030 *** .104 .407
主・対・深実感 ×25冊以下 .512 *** .106 .103 .271 * .126 .064

×26〜200冊以下 .222 * .095 .059 .195 .120 .053
×201冊以上＜基準＞ ― ― ― ― ― ―

⾃由度調整済決定係数 .322 *** .263 ***
N 3349 2688
⁺p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001

⼩6 中3
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